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第1章 はじめに 
 近年 IT 技術の発展に伴い、インターネットがますます身近なものへと変わって

きている。日本は少子高齢化が進行しており、中でも地自法自治体で強く見受け

られ、人口も減っている。そこで我々は、IT 技術による地方自治体の活性化に着

手し活動をしている。本研究では長崎県西海市（以下西海市と呼ぶ）を舞台とし、

西海市のローカルメディア「VARYGOOD」のキャラクター「ばりぐっどくん」を

軸とし、アマゾンが提供するスマートスピーカー「アレクサ」とコミュニケーシ

ョンアプリ「LINE」を活用したサービス展開を行った。 

 また多くの大学では、大学 3 年次の末に卒業研究、若しくはゼミのために研究

室への配属が行われる。九州工業大学情報工学部電子情報工学科では、SAP

（Student Assignment Program）という研究室配属システム [1] を使用して配属処

理が行われている。しかし、7 年前に開発されたといこともあり、サーバーのバ

ージョンアップによるエラー、コードのメンテナンス性、UI/UX デザインなど多

くの問題があった。そこで Docker 環境下で rails を用いて SAP をバージョンアッ

プを行うことで上記の問題を解決した。 
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第2章 開発したアプリの概要 
2.1 町内放送 Alexa アプリ 

町内放送 Alexa アプリとは、西海市の町内放送を Amazon が提供するスマート

スピーカー「Amazon Echo」とコミュニケーションアプリ「LINE」（以下 LINE と

呼ぶ）でいつでも内容を確認できるアプリのことである。「町内放送が聞こえない」

という西海市の住民の意見から考案された。開発し公開した後に 2 か月間西海市

で実証実験を行い、次のビジネスにどう生かしていくか検討した。 

 

2.2 LINE アプリ 
2.2.1 文字起こしばりぐっどくん 

 文字起こしばりぐっどくんとは、画像の中の文字をテキスト化する OCR アプ

リを LINE で簡単に使用できるようにしたアプリである。市役所の事務作業の一

つに紙に記載されてあ文字を word にプロットする作業がある。こういった単純

作業を少しでも簡略化するために開発した。2019 年 7 月に、某 IT 企業の社長が

SNS で拡散したことがきっかけでユーザー数が爆発的に増加し、2019 年 11 月現

在で 5 万 6 千人を超えており、波は止まることなく毎日約 100 人ずつ増加してい

る。ユーザーの増加に伴いあらゆるメディアから取材を受け、賞を受賞するなど、

文字起こしばりぐっどくんの知名度は広がっている。名前の由来は 3.2 節で説明

する。 

 

2.2.2 外国語ペラペラばりぐっどくん 

外国語ペラペラばりぐっどくんとは、2.2.1 節の文字起こしばりぐっどくんに翻

訳機能が搭載された LINE アプリである。Google の API を使用しているため、

Goole 翻訳が対応している言語であればすべて日本語に変換することが可能であ

る。このアプリは、日本人が海外旅行に行ったとき、海外の観光名所の看板など

を写真で撮影して外国語ペラペラばりぐっどくんに送信すると翻訳された文章が
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返信され、読むことができる。こういった状況をイメージして開発されたアプリ

である。2019 年 11 月現在のユーザー数は 1100 人と、文字起こしばりぐっどくん

に比べたらかなり少ないが、このアプリの有用性は文字起こしばりぐっどくんよ

り高いと考えている。マーケティングしだいで文字起こしばりぐっどくんのユー

ザー数を超えるだろう。 

 

2.3 研究室配属システム（SAP：Student Assignment Program） 

 研究室配属システム（以下 SAP と呼ぶ）とは、生徒と教授の満足度を高めるた

め安定結婚問題を解くアルゴリズムを応用した研究室配属アルゴリズム（付録）

を考案し、そのアルゴリズムを用いて研究室配属が行われるシステムのことであ

る。多くの大学では、大学 3 年次の末に研究室への配属が行われる。そこで SAP

を使用することでより満足度の高い研究室配属が可能となる。九州工業大学情報

工学部電子情報工学科ではすでに既存の SAP が存在している [1] が、7 年前に開

発されたといこともありサーバーのバージョンアップによるエラー、コードのメ

ンテナンス性、UI/UXデザインなど多くの問題があった。そこで本研究ではDocker

環境下で rails を用いて SAP をバージョンアップさせることで上記の問題を解決

することができる。Docker を使用することでサーバーのバージョンに関係なく環

境整備が可能となり、Bootstrap を使用することで UI/UX を強化、そして Ruby on 

Rails で開発することでメンテナンス性を上がる。また、九州工業大学の電子情報

工学科だけ使用するのではなく、全国のどの大学でも使用できるように改良を加

え、Google Adsence による広告の収益化を検討している。 
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第3章 準備 
3.1 株式会社西海クリエイティブ・カンパニー（SCC） 

株式会社西海クリエイティブ・カンパニー（以下 SCC と呼ぶ）とは、西海市の

地域商社である [2]。本研究のアプリは、SCC と共同開発したものである。SCC は

マーケティング、小田部研究室はアプリ開発、このような分担でプロジェクトを

進めた。 

 

3.2 ばりぐっどくん 

ばりぐっどくんとは西海市のローカルメディア「VARYGOOD」のキャラクター

のことである。ご当地キャラクターと類似のキャラクターである。キャラクター

画像を図 3.1 に示す。 

 

 

図 3.1：ばりぐっどくん 
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 本研究（研究室配属システムを除くアプリ）ではばりぐっどくんを軸に、アプ

リ開発を行う。アプリ名には「〇〇ばりぐっどくん」と名付けており、理由につ

いて以下に述べる。西海市にはすでにばりぐっどくんが様々なサービスを提供し

ており、VARYGOOD という情報サイト、VARYGOOD 取材の経営勉強会、

VARYGOOD 主催の子育てワークショップなど、市民サービスによって非常に浸

透しているのがばりぐっどくんである。今回はその中で「こんなこともできる」

ばりぐっどくん、という意味を込めて「〇〇ばりぐっどくん」と名付けている。

今後は、ばりぐっどくんがいろいろな市民サービスを人口が減少する社会におい

て、人間に代わって提供することで住み良いまちづくりに貢献できるよう努めて

いきたいと考えている。 

 

3.3 町内放送 Alexa アプリ 
3.3.1 Amazon Echo 

 Aamzon Echo とは、Amazon が提供するスマートスピーカー（AI スピーカー）

のことで、スピーカー型の音声アシスタントが搭載された端末である。Wifi 接続

が可能な環境であれば専用のアプリをダウンロードして無料で使える。Amazon 

Echo を図 3.2 に示す。 

  

 
図 3.2：Amazon Echo [3] 
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他にも Google、Apple、SONY などの大手企業も独自のスマートスピーカー開発し

商品化しているが、現段階で Amazon がスマートスピーカで日本のシェアを取っ

ている。 

 
3.3.2 Alexa 

 Alexa とは、3.3.1 節で説明した Amazon Echo に搭載された最新の音声認識シス

テムのことである。人間の自然な会話でも正しく認識し、操作目的で話しかけた

人と周りのノイズ（テレビの音声）とを正しく分けて認識する [4]。そのため、会

話感覚で Alexa と対話することができる。 

 

3.3.3 Amazon Web Service（AWS） 

 Amazon Web Service（以下 AWS と呼ぶ）とは、Amazon が大量商品の在庫管理

やデータ分析を行うため、IT を駆使して構築したインフラやアプリケーションを

一般ユーザーも使用できるよう公開したものである。クラウドサービスと呼ばれ

ることもある。例えるならば、日常生活に必要不可欠な電気だ。毎月の電気代は

使用した分だけ支払う従量課金制となっている [5]。AWS も同様で、サーバーを

稼働させた分だけ、API（Application Programming Interface）を使用した分だけ支

払う。一からインフラの構築する必要がなく、最近のシステムエンジニアはいか

に AWS を使用してサービス展開をするかが生産性の向上につながる。 

 他の代表的なクラウドサービスでは、3.4.4 節に示す Google の「Google Cloud 

Platform（GCP）」や Microsoft の「Azure」が挙げられるが、スマートスピーカー

同様に Amazon の AWS がクラウドサービス界のシェアを取っている。 

 

3.3.4 Amazon API Gateway（API Gateway） 

 Amazon API Gateway（以下 API Gateway と呼ぶ）とは、あらゆる規模の REST

および WebSocket API を作成、公開、保守、モニタリング、および保護するため

の AWS サービスの一つである。 

 本研究では、3.3.5 節に示す Lambda との連携に使用した。 
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3.3.5 AWS Lambda（Lambda） 

 AWS Lambda（以下 Lambda と呼ぶ）とは、サーバーを用意せずにプログラムコ

ード（Java や Python、Node、Ruby など）を実行することができる AWS サービス

の一つである [6]。AWS の API Gateway サービスと連携することで、簡単に

RESTful API を作成することができる。RESTful API とは、REST と呼ばれる設計

原則をもとに策定された、Web システムを外部から利用するためのプログラムの

呼べ出し規約（API）の種類の一つである [7]。 

 本研究では、Alexa スキルの開発で Lambda を使用して開発を行った。 

 

3.3.6 Node.js 

Node.js とは、Jacascript をブラウザ上だけでなく、サーバサイドでも動くように

できるフレームワークのことである [8]。Javascript は、ブラウザ上で動くプログ

ラミング言語であり、HTML、CSS とセットで web ページ制作に使用されている。

しかし、web アプリのようなデータベースと連携したサービスを製作するには、

Ruby や PHP、Python といった別の言語の知識が必要となる。しかし、Node.js で

あれば Jacascript がベースとなっているためフロントエンド開発者でも容易に開

発ができるようになる（MVC 構造の理解は必須）。また、Javascript の最大の特徴

である非同期処理が Node.js でも使用できる。 

本研究では、町内放送アプリと LINE アプリは共に Node.js を使用して開発を行

った。 

 

3.3.7 Google Apps Script（GAS） 

 Google Apps Script（以下 GAS と呼ぶ）とは、Google が提供している Jacascript

ベースのプログラミング言語である。GAS は、Google が提供しているサービス

（Google ドキュメント、スプレッドシート、G メールなど）を自由に連携させる

ことができる [9]。 

 本研究では、スプレッドシートを GAS でシート上のデータを取得し、外部に公

開する機能を実装した。 
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3.3.8 Society 5.0 

 Society 5.0 とは、仮想空間と現実空間を高度に融合されたシステムにより、経

済発展と社会的課題の両立する、人間中心の社会のことである [10]。 
l 狩猟社会 → Society 1.0 
l 農耕社会 → Society 2.0 
l 工業社会 → Society 3.0 
l 情報社会 → Society 4.0 

 本研究では、Society 5.0を目指して地方自治体の諸問題解決に取り組んでいる。 

 

 
図 3.3：Society 5.0 

 

3.4 LINE アプリ 
3.4.1 LINE 公式アカウント 

 LINE 公式アカウントとは、企業や店舗、公的機関などが運営している公式の

LINE アカウントのことである。芸能人やスポーツ選手の公式アカウントも多数存

在している [11]。皆さんが使用しているであろう LINE アカウントとは別である。

公式アカウントには 2 種類存在し、「認証済み」と「未認証」が存在する。最初に

公式アカウントを作成したときはすべて「未認証」になる。「認証済み」にするに

は LINE の審査が必要である。認証済みにするメリットは、検索に表示されるこ
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とである。LINE 公式アカウントは、広告・宣伝、集客が目的として使用されるケ

ースが多い。そのため、検索に表示されるされないで、営業に大きな差がでる。

他にも、未認証アカウントは誰でも何個でも作成できるため、認証済みアカウン

トに比べて信用度が低い。 

 本研究で作成した LINE アプリ「文字起こしばりぐっどくん」と「外国語ペラ

ペラばりぐっどくん」は両方とも審査に通過し、認証済みの LINE 公式アカウン

トとして公開している。 

 
3.4.2 LINE Official Manager 

 LINE Official Manager とは、LINE 公式アカウントの管理画面のことである。ユ

ーザー数とメッセージの送信数の分析やメッセージの一斉配信、アカウントの詳

細設定ができる。 

 
3.4.3 LINE WORKS 

LINE WORKS とは、仕事で使える便利なビジネスチャットサービスである [12]。

LINE のビジネス版という認識で問題ない。LINE WORKS には、チャット機能や

ビデオ・音声通話機能はもちろん、スケジュール管理や画面共有などの便利な機

能が備わっている。 

本研究で作成した LINE アプリを将来的に LINE WORKS の方で有料化し、SCC

とビジネス展開を予定している。 

 

3.4.4 Google Cloud Platform（GCP） 

 Google Cloud Platform（以下 GCP と呼ぶ）は、元々Google 製の PaaS（Platform 

as a Service）として知られる Google App Engine（以下 GAE と呼ぶ）を中心に、

AWS のサービスの一つである EC2 相当の Google Compute Engine、NoSQL である

Cloud Datastore、ビックデータ解析ツールの BigQuery など、様々な製品をひとま

とめにした環境のことである。AWS 同様に、従量課金制で使用することができる。

GCP の最大の特徴は、Google だからこそ作ることのできるデータ解析や機械学習
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のサービス、そして Google が得意とするアプリケーションのスケールアウトが可

能な GAE である。 

 本研究では、GAE の他に、画像認識 API（Cloud Vision API）と翻訳 API（Translate 

API）を使用している。 

 

3.5 研究室配属システム（SAP） 
3.5.1 Ruby on Rails（Rails） 

Ruby on Rails（Rails）とは、プログラミング言語である Ruby を使用して Web ア

プリケーションを構築するフレームワークの一つである。一般的に、一から Web

アプリケーションを構築する場合には、様々な課題をすべて自分で解決する必要

がある。しかし Rails を使用することで、誰でもどこでも必要とする「基本的で標

準的な機能の枠組み」を自由かつ効率的に利用できる [13]。 

本研究では、研究室配属システムを Rails を使用して開発を行った。 

 

3.5.2 Docker 

 Docker とは、コンテナ型の仮想環境を作成、配布、実行するためのプラットフ

ォームである。Web アプリケーションを開発する上で、開発環境はをどうするか

悩みどころの一つである。Virtual Box で仮想環境を構築するのも一つで手段では

あるが、Docker に比べると非常に処理が遅い。そこで本研究では、Docker のコン

テナ上に Rails を環境を構築して研究室配属システムの開発を行った。 

 

3.5.3 Bootstrap 

 Bootstrap とは、HTML/CSS/Javascript から構成される最も有名な CSS フレーム

ワークである。Web アプリケーションを開発する上でページのデザインが一番大

変である。本格的なビジネスとしてサービス展開する場合はオリジナルのデザイ

ン構成を考えるが、本研究のような大学内でしようするためのサービスであれば、

Bootstrap を使用したデザインでも十分の完成度になる。また、近年ではスマホユ
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ーザーが大多数となったことで、スマホ画面のデザインを重視するモバイルファ

ーストデザインという概念が用いてデザインすることが常識となっている。

Bootstrap はレスポンシブ対応しており、開発コストが激減する。そこで本研究で

は、Bootstrap を使用して研究室配属システムの画面デザインの開発を行った。 
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第4章 町内放送アプリ 
4.1 開発の経緯 

町内放送アプリの開発の経緯は、長崎県西海市の住民で「町内放送が聞こえな

い」と困っている方がおられたことがきっかけである。SCC が事前に西海市の住

民にアンケートをとっており、約 100 個ある問題の中の一つである。アンケート

の集計リストを図 4.1 に示す。拡大版を図 4.2 に示す。 

 

 
図 4.1：長崎県西海市の住民からの問題リスト 

 

 

図 4.2：長崎県西海市の住民からの問題リスト（拡大版） 

 

図 4.1 のアンケート結果をもとに SCC と会議を繰り返し、手始めに簡単に解決で

きそうな問題を決めることしに、その結果「町内放送が聞こえない」問題を解決

することに決まった。 
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4.2 開発の概要 

4.1 節の「町内放送が聞こえない問題」の解決策として、以下の二つを考案した。 

l スマートスピーカーに「今日の町内放送を教えて」と問いかけると、西海市の

町内放送が確認できるアプリ。 

l LINE でその日に放送された内容を送信し、いつでも確認ができるアプリ。 

 以下よりそれぞれのアプリの詳細を示す。 

 

4.2.1 スマートスピーカーアプリ 

 スマートスピーカーは様々な企業が提供しているが、本研究では日本でシェア

率が一番高いAmazonが提供しているAmazon Echoを選んだ。Amazon Echoには、

様々な Alexa スキル（アプリのようなもの）が既存で存在し、他の人が開発した

カスタムスキルも登録すれば使用可能となる。そこで、西海市の町内放送を流す

ためのカスタムスキルを開発することにした。アプリ名は「ばりぐっどくん」（図

4.3 に示す）。名前の由来は 3.2 節に示す。アプリの公開には、Amazon の審査があ

り、3 回目で審査に通過しアマゾンショップに登録された。2 ヶ月の実証実験を終

えた後に非公開にしたため現在は登録を解除している。 

 

 
図 4.3：Alexa スキル「ばりぐっどくん」の詳細画面 
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 開発の詳細に入る前に、全体の処理の流れを図 4.4 に示す。 

 

 

図 4.4：町内放送 Alexa スキルの開発フロー 

 

Lambda 関数にばりぐっどくんスキルのプログラムを記述し、API Gateway と連携

させ、発行された URL を Alexa に登録する。そうすることで、Alexa にばりぐっ

どくんスキルの起動フレーズ「アレクサ、ばりぐっどくんを起動して」と話しか

けると、Lambda に記述したプログラムが動作し、会話させることができる（図 4.4

の①と④）。また、町内放送の内容はスプレッドシートに記述しており、日付に対

応する腸内放送のデータを取得できるよう GAS でプログラムを構築し外部 API

として公開することで Lambda 関数から取得できる（図 4.4 の②と③）。実際のス

プレッドシートのデータを図 4.5 に示す。 
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図 4.5：スプレッドシートに記載した町内放送のデータ 

 

 次に、Alexa の会話パターン（VUI）を図 4.6 と図 4.7 に示す。 

 

 
図 4.6：ばりぐっどくんスキルの会話パターン１ 
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図 4.7：ばりぐっどくんスキルの会話パターン 2 

 

図 4.6 と図 4.7 のように、まずスキルを起動するためのフレーズを Alexa にしゃべ

るとスキルが立ち上がる。次に、「今日の町内放送」または「昨日の町内放送」と

問いかけるとその日の町内放送が流れる。聞き取れなかった場合は「もう一度」、

「聞き取れない」、「なんて言ったの？」などの聞き返しの言葉をしゃべると一つ

前の会話のデータを読み込み、その町内放送が流れる。Alexa には、設定したフレ

ーズに近い会話を自動で解釈するシステムが搭載されており、自然な感覚で会話

することができる。 

 

4.2.2 LINE アプリ 

 LINE アプリはすごくシンプルで、LINE 公式アカウントを作成し、町内放送を

定期的に流すようにした。 
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図 4.8：町内放送 LINE アプリ 

 

 
図 4.9：町内放送 LINE アプリのチャット画面 
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スマートスピーカーと同じ内容の文章を送信している。LINE Official Account 

Manager では、送信したい内容を予約投稿が可能で、指定した時間に送信したい

内容を記入するだけで設定が完了する。非エンジニアでも簡単に操作できる UI と

なっている。 

 

4.3 実証実験の概要 

実証実験の舞台は長崎県西海市で、被験者は SCC の知人や家族、そして市役所

の関係者を対象として実験を行った。具体的な内容は以下にに示す。 

l Amazon Echo を市役所に置き、市役所に訪れてきた方に実際に使用してもら

った。 

l Amazon Echo を 3 台ほど別途購入し、SCC の知人に使用していただいた。 

l SCC の知人や家族に町内放送の LINE 公式アカウントを登録し、使用してい

ただいた。 

合計で 40 名ほどの住民にご協力いただいた。 

 

4.4 実証実験の結果と考察 

まず、被験者の感想を以下に示す。 

l 使いやすい。 

l いつでも内容が分かるから仕事に専念でき。 

l スマートスピーカーの存在を知れてよかった。町内放送以外の昨日もすごく便

利で日常生活でも使ってみたい。 

など、すごく好評であった。 

 西海市内の民家の少ない山間エリアの屋外では、山々に反響し畑仕事をする農

家によっては、貴重な情報にも関わらず聞きとれない事が続いていた。また市役

所から配布された町内放送スピーカーがあり、各世帯に一つずつ存在する。屋内

では、ゲリラ的に室内に響きわたる放送が、2 世帯住まいが多い西海市のライフ
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スタイルに合わず、わずらわしく感じている世帯が多くある。スピーカーの主電

源を抜く世帯も多くあった。そんな状況の中、本研究で開発した町内放送アプリ

は、聞き取りやすい環境の中で確実に情報が収集でき、現在の時代に適した方法

だと考えている。 

 本研究で開発した町内放送アプリの実証実験は、西海市の住民が IT をより身近

なものに感るきっかけになったと考えている。それは上記で述べた実際に使用し

た住民の感想が証明している。よって今回の実証実験は、成功というにふさわし

い成果を得れたといえる。 

 

4.5 今後の方針 

 今回の実証実験は西海市市役所の役員の方にすごく好評で、2020 年から市の予

算で活動することが可能になる。最近では、地方でのプログラミング教室が盛ん

になってきており、小学校でのプログラミングの必修化の制度も始まる。2020 年

から西海市でもプログラミングの教室開催する予定で、講師として参加する予定

だ。 

 将来的には 3.3.8 節の Society5.0 を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 26 - 

第5章 文字起こしばりぐっどくん 
5.1 開発の経緯 

AI が発達した現在、あらゆる単純作業が AI に代替されている。そんな中デス

クワークの一つである、出力された書類や FAX、画像内にある文章のテキスト化

は解決されてない問題の一つである。そこで、画像認識を使用して画像をテキス

トに変換してくれるアプリを考案した。しかし、画像をテキスト化するアプリ

（OCR アプリ）はすでに世の中に多く存在するが、市民のほとんどがそのアプリ

の存在を知らないという現状もある。そこで本研究では、誰もが知っているであ

ろう LINE をベースとして、LINE に画像を送るとテキスト化するアプリ「文字起

こしばりぐっどくん」を開発を行った。 

 

 
図 5.1：文字起こしばりぐっどくんの LINE の詳細画面 
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5.2 開発の概要 

一から画像認識機能を実装するのは膨大な時間がかかるため、オープンソース

として公開されている既存の機能を組み合わせることで本アプリを実現した。使

用した機能は以下の 3 つである。 

l Google Cloud Vision（画像認識 API） 

l Google App Engine（サーバー） 

l LINE 公式アカウント 

上記 3 つの機能を組み合わせたアーキテクチャを図 5.2 に示す。（図内の番号①～

⑥は処理の流れを示す） 

 

 

図 5.2：文字起こしばりぐっどくんのアーキテクチャ 
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① 文字起こしばりぐっどくんの LINE チャット画面（図 5.3）から画像が送信す

ると GAE に送信したユーザーの ID や画像の URL、送信時間などの情報が

JSON 形式にまとめて GAE に送信される。また、LINE に送信した画像データ

はバイナリデータとして、GAE ではなく LINE サーバーに送信される。 

 

 
図 5.3：文字起こしばりぐっどくんのチャット画面 

 

② ①で送信された画像の URL を用いて LINE サーバーに画像のバイナリデータの

取得を要求する。 

③ 画像のバイナリデータが GAE サーバーに送信される。 

④ ③で送信された画像を Google Cloud Vision API に送信する。 

⑤ 送信した画像を画像認識させた結果がまとまったデータを配列で返す。 

⑥ ⑤で抽出されたテキストデータを LINE に送信する。 

以上が文字起こしばりぐっどくんの仕組みの全容である。 
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5.3 リリースの結果と考察 

リリースを開始した 2019 年 4 月 7 日から 2019 年 11 月 13 日までのユーザー数

のグラフを図 5.4 に示す。縦軸がユーザー数、横軸が日付である。 

 

 
図 5.4：文字起こしばりぐっどくんのユーザー数グラフ 

 

 図 5.4 より、7 月を境にユーザー数が爆発的に伸び、現在では 5 万 6 千人を超え

ている。理由は、某 IT 企業の方が Twitter で拡散したことがきっかけとなった。8

月は少し落ち着いたが、ユーザー数の伸びは止まることなく比例関数的に上昇を

続けている。 

 本アプリの見どころは 2 つある。1 つは、LINE をベースに開発を行ったことで

ある。5.1 節でも述べたが、OCR アプリはすでに世の中に多く存在しているがそ

のアプリの存在を知らないユーザーが大半である。しかし、LINE を知らないユー

ザーはほとんどいない。すでに世の中に知れ渡ったプラットフォーム上にアプリ

を構築したことがユーザー数の上昇に繋がったと考える。2 つ目は、「ばりぐっど

くん」ブランドを用いたことである。使用したユーザーの中には文字起こしばり

ぐっどくんに対して「ありがとう」と送信した方がいるとお聞きした。これは、
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アプリをただの機械ではなく人格のあるキャラクターという認識があったからこ

その行動だと考える。人と機械が密接につながった一つの証だと考える。 

 

5.4 今後の方針 

ユーザー数の急激な上昇がきっかけであらゆるメディアからの取材があった、

その中で、LINE WORKS 社から「LINE ではなく LINE WORKS の方で有料化しビ

ジネス展開してみませんか。」と提案があり、我々はその提案を受けることにした。

現在 LINE 版の文字起こしばりぐっどくんは、一日の使用制限はあるが誰でも無

料で使用することができる。いずれはビジネス展開を考えていたが思わぬ提案を

頂いたことで、今後は LINE WORKS でのサブスクリプション有料化ビジネスを

展開していく予定だ。 

しかし、LINE や LINE WORKS のプラットフォーム上でばりぐっどくんをビジ

ネス展開していくには限界があると考えている。理由は、LINE と LINE WORKS

内のアプリではそのプラットフォームに利益を多少とられる可能性があるからだ。

そこで、まず LINE と LINE WORKS でばりぐっどくんの知名度を確立させ、次の

ステップでばりぐっどくんのネイティブアプリを開発する予定である。 
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第6章 外国語ペラペラばりぐっどくん 

6.1 開発の経緯 

5 章の文字起こしばりぐっどくんの人気に伴い、第二弾アプリとして「外国語

ペラペラばりぐっどくん」の開発を行った。対象のユーザーは海外旅行に行く方

で、海外の観光スポットの説明板や看板が訳せなくて困っているとき、訳したい

箇所を写真で撮影し外国語ペラペラばりぐっどくんに送信するだけで日本語で読

むことができるアプリである [14]。 

 

 

図 6.1：外国語ペラペラばりぐっどくんの宣伝ポスター 
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図 6.2：外国語ペラペラばりぐっどくんの LINE の詳細画面 

 

6.2 開発の概要 

外国語ペラペラばりぐっどくんは、5 章の文字起こしばりぐっどくんに翻訳機

能が搭載されたアプリで、写真や絵の中にある文字を読み取り、その文字部分だ

けを抜き出して、さらに翻訳してくれる AI アプリである。使用した機能は以下の

4 つである。 

l LINE 公式アカウント 

l Google App Engine（サーバー） 

l Google Cloud Vision（画像認識 API） 

l Translate API（翻訳 API） 

上記 4 つの機能を組み合わせたアーキテクチャを図 6.3 に示す（図内の番号①～

⑧は処理の流れを示す）。 
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図 6.3：文字起こしばりぐっどくんのアーキテクチャ 

 

① 外国語ペラペラばりぐっどくんの LINE チャット画面（図 6.4）から画像が送信

すると GAE に送信したユーザーの ID や画像の URL、送信時間などの情報が

JSON 形式にまとめて GAE に送信される。また、LINE に送信した画像データ

はバイナリデータとして、GAE ではなく LINE サーバーに送信される。 
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図 6.4：文字起こしばりぐっどくんのチャット画面 

 

② ①で送信された画像の URL を用いて LINE サーバーに画像のバイナリデータの

取得を要求する。 

③ 画像のバイナリデータが GAE サーバーに送信される。 

④ ③で送信された画像を Google Cloud Vision API に送信する。 

⑤ 送信した画像を画像認識させた結果がまとまったデータを配列で返す。 

⑥ ⑤で抽出されたテキストデータ（翻訳前のテキスト）を Google の Translate API

に送信する。 

⑦ ⑥で送信されたテキストを日本語に変換して返す。 

⑧ 日本語に翻訳したテキストを返信する。 

以上が外国語ペラペラばりぐっどくんの仕組みの全容である。 
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6.3 リリースの結果と考察 

リリースを開始した 2019 年 8 月 5 日から 2019 年 11 月 13 日までのユーザー数

のグラフを図 6.5 に示す。縦軸がユーザー数、横軸が日付である。 

 

 

図 6.5：外国語ペラペラばりぐっどくんのユーザー数グラフ 

 

文字起こしばりぐっどくんに比べると圧倒的にユーザー数は少なく、伸び率も低

い。プレスリリースしたのが 9 月の中旬あたりで、図 6.5 を見てもその期間はユ

ーザーの伸び率が高くなっている。 

 外国語ペラペラばりぐっどくんは、文字起こしばりぐっどくんよりもビジネス

の幅が広いと考えている。理由は 6.4 節で述べる。 
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6.4 今後の方針 

文字起こしばりぐっどくん同様に LINE WORKS でのサブスクリプション有料

化を実施する予定である。 

また現在の外国語ペラペラばりぐっどくんは、日本語の翻訳にしか対応してい

ないが、LINE のリッチメニュー機能を使用し他の言語への変換の対応も進めてい

る。そうすることで日本人だけでなく海外のユーザーも使用することができる。

ホテルや旅館などと連携して配布することで、海外の旅行者に対してばりぐっど

くんを知ってもうことができるなど、今後のビジネス展開の幅が広がる。 
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第7章 研究室配属システム（SAP） 
7.1 開発の経緯 

2.3 節でも述べたが、九州工業大学情報工学部電子情報工学科ではすでに既存の

SAP が存在している [1] が、7 年前に開発されたといこともありサーバーのバー

ジョンアップによるエラー、コードのメンテナンス性、UI/UX デザインなど多く

の問題がある。そこで本研究では Docker 環境下で rails を用いて SAP をバージョ

ンアップさせることで上記の問題を解決する。 

Dockerを使用することでサーバーのバージョンに関係なく環境整備が可能とな

り、Bootstrap を使用することで UI/UX を強化、そして Ruby on Rails で開発する

ことでメンテナンス性を上がる。 

 

7.2 SAP の概要 

本研究で開発した SAP は [1] をベースに構築したシステムである。変更点を以

下に述べる。 

l Java の Tomcat → Ruby on Rails 

l Docker 環境で開発 

l Bootstrap を使用してデザインを UI/UX を強化 

l Sortable.js ライブラリを使用して、生徒または研究室の選択フォームをドラッ

ク＆ドロップで操作することでユーザビリティを向上させた 

l 余分な機能の排除（動的リンク：使用してないという意見が多かった） 

l 他大学でも使用できるようにデータベースを設計した 

以下より、SAP の実装内容を説明する。 
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7.2.1 ログイン画面 

 ログイン画面を図 7.1 に示す。ユーザー権限には 3 つの種類があり、「管理者」、

「教授」、「生徒」が存在する。それぞれの権限でログイン時の画面が変わる。パ

スワードを忘れた場合は、「パスワードを忘れた場合」ボタンを押し、連絡先のメ

ールアドレスがモーダル表示される。現在はメールアドレスに自分で連絡しなけ

ればならないが、いずれはメールサーバーを用意し自動で送信できるようにする

予定である。 

 また、管理者以外のアカウントは研究室配属アルゴリズム（付録）が稼働中の

期間のみログインが可能となっている。 

 

 

図 7.1：SAP のログイン画面 

 

7.2.2 管理者専用ユーザー一覧画面 

 ユーザー一覧画面を図 7.2 と図 7.3 に示す。ユーザー追加・変更・削除ができる

のは管理者ユーザーのみである。 
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図 7.2：SAP の管理者専用ユーザー一覧画面 1 

 

 

図 7.3：SAP の管理者専用ユーザー一覧画面 2 
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7.2.3 管理者専用ユーザー追加画面 

 研究室追加画面を図 7.4、生徒追加画面を図 7.5、一括で追加できる csv インポ

ート画面を図 7.6 に示す。まだ実装していないが、csv のサンプルファイルをダウ

ンロードできるようにする予定である。 

 

 

図 7.4：管理者専用研究室追加画面 

 
図 7.5：管理者専用生徒追加画面 
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図 7.6：管理者専用 CSV ファイルインポート画面 

 

7.2.4 管理者専用システム設定画面 

 管理者専用システム設定画面を図 7.7 に示す。ここでは、アプリ名、大学名、コ

ンタクトメールアドレス、希望提出数、稼働期間の設定が可能である。 

 

 
図 7.7：管理者専用システム設定画面 
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7.2.5 教授専用生徒選択画面 

 教授専用の生徒選択画面を図 7.8 と図 7.9 に示す。左のリストから右のリスト

にドラック＆ドロップができる。 

 

 
図 7.8：教授専用生徒選択画面 1 

 

 
図 7.9：教授専用生徒選択画面 2 
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7.2.6 生徒専用研究室選択画面 

 生徒専用の研究室選択画面を図 7.10 と図 7.11 に示す。7.2.5 節同様にドラック

＆ドロップで操作が可能である。 

 

 
図 7.10：生徒専用研究室選択画面 1 

 

 
図 7.11：生徒専用研究室選択画面 2 
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7.3 今後の方針 

本研究で開発した SAP は、他大学で使用することを想定して設計している。

2020 年から本格的に運用する。AWS でネットワークを設計し、急なアクセスに

も対応できるようにする。また、ドメインを取得し Google Adsence での広告収益

化も検討している。また、SAP は研究室配属時を対象として開発したシステムな

ため、利用期間が限られている。そのため、サブスクリプション有料化での安定

的な収益方法は向いていない。そこで無料で公開して広告で収益化を検討してる。 
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第8章 考察 

 本研究では、以下の 4 つのアプリを開発した。 

l 町内放送アプリ（アレクサスキルと LINE アプリ） 

l 文字起こしばりぐっどくん 

l 外国語ペラペラばりぐっどくん 

l 研究室配属システム（SAP） 

一つ一つは、少し能力の高いエンジニアであれば数日で完成させることができる

アプリである。しかし本研究で学んだのは、技術力が高いからといって社会で通

用するとは限らないことである。技術力が高いことはあくまでツールの一つにす

ぎない。重要なのは、“いかに一般人のネガティブな思考をポジティブな思考に変

換する”ことができるかである。簡単に説明すると、”ユーザーの潜在的ニーズを

満たす”ことである。潜在的ニーズを満たすには常に人を観察し続け問題を探索す

る必要がある。アイデアは常に日常生活の中にあり、その事を考え続けることが

重要である。技術者は知識や技術を身に着けるばかりを考え、その身に着けたス

キルを活かす思考が劣っている。それでは潜在的ニーズを満たすことができない。

「身につけた技術は誰のために活かせるのか」を常に考えなければならない。そ

れをしなければただの自己満足にすぎない。私は、クリエイター、デザイナー、

エンジニア、それぞれの思考を持った技術者を目指している。GAFA（Google、Apple、

Facebook、Amazon）の CEO 達は上記の思考すべてがそろっていると考える。だ

からこそ世界を変えるようなイノベーション的発想（人々の潜在的ニーズを満た

すアイデア）が思いつく。私はイノベーションが起こしたいわけではなく、それ

らの思考を持つことがこれからの時代を生き抜いていくのに必須だと考えている。

「お金がすべてだ！」。言葉はあまりよくないが、ビジネスにおいてこの言葉はま

ぎれもない事実である。一人一人の評価は社会では収入の高さで判断される。作

品またはアプリも同様で、いかに売れたかでその作品またはアプリの価値が決ま
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る。だからこそ、常に身に着けたスキルをどうビジネス展開できるか、いかにし

てユーザーの潜在的ニーズを満たせるか、私は考え続ける。 
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第9章 まとめ 
 本研究では西海市の地域商社である“西海クリエイティブ・カンパニー”と共

同で以下のアプリを開発した。 

l 町内放送アプリ 

l 文字起こしばりぐっどくん 

l 外国語ペラペラばりぐっどくん 

l 研究室配属システム（SAP） 

町内放送アプリは、西海市の住民の「町内放送が聞こえません」という意見を

元に開発したアプリである。Alexa スキルと LINE の公式アカウントの 2 つでサー

ビスを展開し 2 ヶ月間西海市の住民 40 名を対象に実証実験を行った。その結果

は成功で、市役所の方からもすごく好評であった。来年からは市の予算をいただ

き本格的なビジネスとして展開する予定である。将来的には Society5.0 を目剤し

ている。 

文字起こしばりぐっどくんは、印刷されている文字をテキストに起こすアプリ

である。ユーザー数は 2020 年 2 月現在で 10 万 7 千人と非常に多くのユーザーに

使用され、平均で 1 分に 5 回使用されており、メディアからの取材や総務省主催

の異能 vation で受賞したことから、このアプリの有用性が高いことが分かった。

一方で、外国語ペラペラばりぐっどくんは、文字起こしばりぐっどくんに翻訳を

搭載したアプリである。どちらも LINE というプラットフォームで対話形式で行

えることが人気の原因だと考える。また、音楽や動画の音声の文字起こしにも需

要があることが、使用者からの意見で分かった。 

研究室配属システム（SAP）は、生徒と教授の満足度を高めるため安定結婚問

題をトクアルゴリズムを応用した研究室配属アルゴリズム（付録）を用いて、そ

のアルゴリズムを用いて研究室配属が行われるシステムである。すでに九州工業

大学電子情報工学科では SAP の導入がされていたが、サーバーのバージョンアッ

プによるエラー、コードのメンテナンス性、UI/UX デザインなど多くの問題があ



- 48 - 

った。そこで Docker-Rails と bootstrap を用いて開発し、ユーザーインターフェー

スの向上と全国の大学でも使用できるようデータベース設計の改善を行った。 
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付録 研究室配属アルゴリズム 

 本節では、7 節の SAP で実装に用いた研究室配属アルゴリズムについて説明す

る。本アルゴリズムは、入力として、配属希望リストと受け入れ希望リストを用

いて、すべての学生とすべての研究室の組み合わせを出力する。なお、本アルゴ

リズムは以下の 4 ステップからなる。 

Step1： すべての学生を未配属（初期状態）とする。 

Step2： 配属希望リストを記入したすべての学生に対して、研究室へ配属される

か、または、配属希望リストの最高順位の研究室が空となるまで、以下

の操作を繰り返す。 

操作 1：学生	𝑠	が配属を希望する研究室の中で、現在の最高希望順位の研究室

	𝑙	に受け入れを申し出る。 

操作 2：研究室	𝑙	の定員が満たされていない場合、研究室	𝑙	は学生	𝑠	を受け入

れる。また、研究室	𝑙	の定員の定員が見たされている場合、研究室	𝑙	の

受け入れ希望リストの最下位の学生（学生	𝑠	を含む）を未配属の状態と

する。未配属の状態となった学生の最高希望順位を 1 つ下げる。 

Step3： 配属希望リストを記入した学生のうち、未配属の学生をランダムに研究

室へ配属する。 

Step4： 配属希望リストを記入していない学生を、定員が満たされていない研究

室へランダムに配属する。 

 

以下に研究室配属アルゴリズムの動作例を示す。なお、入力として、学生の集合

を	𝑆 = ,	𝑠#, 𝑠$,・・・, 𝑠./$	0	、研究室の集合を	𝑙 = ,	𝑙#, 𝑙$,・・・, 𝑙./$	0	とする。た

だし、	𝑛	は学生数、	𝑚	は研究室数を表す。 

例：7 人の学生と 3 個の研究室の入力を考え、このときの学生の配属希望リスト

を表 10.1、研究室の受け入れ希望リストを表 10.2 に示す。また、研究室の定員を
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表 10.3 に示す。 

 アルゴリズム中で未配属の学生	𝑠	が自分の配属希望リストの中で、現在の最高

位の研究室	𝑙	に受け入れを願う。このとき、学生	𝑠	を選ぶ順番は配属結果に影響は

与えない。従って、学生	𝑠	を選ぶ順番は添字の小さい順とする。 

 以下でアルゴリズムの動作を追っていく。 

l 学生	𝑠#	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙#	に受け入

れを願う。研究室	𝑙#	は定員が満たされていないので、学生	𝑠#	を受け入れる。（図

10.1） 

l 学生	𝑠$	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙3	に受け入

れを願う。研究室	𝑙3	は定員が満たされていないので、学生	𝑠$	を受け入れる。（図

10.2） 

l 学生	𝑠3	は配属希望リストを記入していないので配属は後回しで行われる。 

l 学生	𝑠%	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙$	に受け入

れを願う。研究室	𝑙$	は定員が満たされていないので、学生	𝑠%	を受け入れる。（図

10.3） 

l 学生	𝑠&	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙#	に受け入

れを願う。研究室	𝑙#	は定員が満たされていないので、学生	𝑠&	を受け入れる。（図

10.4） 

l 学生	𝑠'	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙#	に受け入

れを願う。研究室	𝑙#	は定員が満たされていないので、学生	𝑠'	を受け入れる。（図

10.5） 

l 学生	𝑠(	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 1 希望）の研究室	𝑙#	受け入れ

を願う。研究室	𝑙#	は定員が満たされているので、研究室	𝑙#	の受け入れ順位の最下

位の学生	𝑠'	を未配属の状態とする。また、学生	𝑠'	の最高位の希望を 1 つ下げる。

（図 10.6） 

l 学生	𝑠'	が配属希望リストの中で現在の最高位（第 2 希望）の研究室	𝑙$	に受け入

れを願う。研究室	𝑙$	は定員が満たされていないので、学生	𝑠'	を受け入れる。（図
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10.7） 

l 配属希望リストを記入した学生の配属が終わったので、最後に学生	𝑠3	が残った

研究室に配属される。研究室	𝑙3	は定員が満たされていないので、学生	𝑠3	を受け

入れる。（図 10.8） 

 

表 0.1：学生の配属希望リスト 

 

 
表 0.2：研究室の受け入れ希望リスト 

 
 

表 0.3：研究室の定員 
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図 0.1：Step2 での学生	𝑺𝟎	配属時点 図 0.2：Step2 での学生	𝑺𝟏	配属時点 
 

  
図 0.3：Step2 での学生	𝑺𝟑	配属時点 図 0.4：Step2 での学生	𝑺𝟒	配属時点 

 

  
図 0.5：Step2 での学生	𝑺𝟓	配属時点 図 0.6：Step2 での学生	𝑺𝟔	配属時点 

 

  
図 0.7： Step2 での学生	𝑺𝟓	配属時点 図 0.8：Step4 での学生	𝑺𝟐	配属時点 
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